
全
建
総
連
は
10
月
15
日
、
第
62

回
定
期
大
会
を
開
催
し
、
全
53
県

連
・
組
合
か
ら
９
８
７
人
（
委
任

代
議
員
２
８
８
人
を
含
む
）
が
参

加
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
を
講
じ
る
た
め
、

昨
年
の
第
61
回
定
期
大
会
と
同
様

に
全
建
総
連
会
館
と
加
盟
組
合
会

館
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
結
ん
だ
大
会

と
な
り
ま
し
た
。

当
、
滋
賀
建
築
か
ら
は
、
平
塚

組
合
長
は
じ
め
、
冨
田
副
組
合
長
、

髙
村
書
記
長
、
宮
本
会
計
、
福
井

事
務
局
長
、
が
参
加
し
、
県
組
合

事
務
所
か
ら

We
b

(

オ
ン
ラ
イ
ン)

で
の
会
議
・
討
議
・
質
疑
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

本
来
で
あ
れ
ば
、
今
年
度
は
東

日
本
大
震
災
か
ら
10
年
を
迎
え
た

宮
城
県
仙
台
市
で
の
開
催
予
定
で
、

宮
城
県
連
の
皆
さ
ん
が
、
い
ろ
い

ろ
な
準
備
を
進
め
て
来
ら
れ
た
の

で
す
が
、
昨
年
に
続
き
新
型
コ
ロ

ナ
の
終
息
が
見
通
せ
な
い
状
況
に

い
た
り
、
宮
城
県
で
の
開
催
を
断

念
せ
ざ
る
を
得
な
い
事
と
な
り
ま

し
た
。

「
新
型
コ
ロ
ナ
を
乗
り
越
え
、
組

織
拡
大
と
、C

C
US

促
進
の
力
で
賃

金
・
単
価
引
き
上
げ
、
魅
力
あ
る

建
設
産
業
を
実
現
し
よ
う
」
を
メ

イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、
討
議

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
質
疑
応
答
は
、

代
議
員
か
ら
の
事
前
の
文
書
提
出

分
を
含
め
て
44
件
に
つ
い
て
意
見
、

要
望
、
質
問
が
あ
り
、
執
行
部
か

ら
文
書
回
答
を
含
め
て
答
弁
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

大
会
は
第
61
期
経
過
報
告
・
決

算
報
告
・
監
査
報
告
、
第
62
期
運

動
方
針
・
予
算
、
大
会
ス
ロ
ー
ガ

ン
、
大
会
宣
言
の
全
て
を
採
択
。

役
員
改
選
で
は
中
西
孝
司
中
央
執

行
委
員
長
、
勝
野
圭
司
書
記
長
ら

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

全
建
総
連
本
部
の
住
宅
対
策
部

か
ら
の
報
告
で
は
、
世
界
的
に
、

こ
の
急
激
な
気
候
変
動
に
よ
る
対

応
策
が
求
め
ら
れ
、
ま
た
国
民
的

な
動
向
と
し
て
も
、
脱
炭
素
に
対

す
る
意
識
が
高
ま
り
、
対
策
が
要

望
さ
れ
て
い
る
。

わ
が
国
の
住
宅
対
策
に
お
い
て

も
、
耐
震
性
と
共
に
高
い
断
熱
効

果
の
あ
る
省
エ
ネ
住
宅
が
求
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

政
府
の
政
策
も
、
２
０
２
５
年

度
に
省
エ
ネ
基
準
適
合
義
務
化
を

実
施
、
２
０
３
０
年
度
の
目
標
と

し
て
、
新
築
住
宅
を
「Z
E
H

基
準

の
省
エ
ネ
性
能
に
適
合
さ
せ
る
」

と
い
う
方
針
を
出
し
て
い
る
。

こ
の
省
エ
ネ
政
策
は
、
今
後
さ

ら
に
基
準
を
高
く
性
能
を
上
げ
て
、

脱
炭
素
社
会
に
向
け
た
住
宅
・
建

築
物
に
お
け
る
、
省
エ
ネ
対
策
等

の
あ
り
方
・
進
め
方
に
関
す
る
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
と
し
て
、
国
交
省
・
経

産
省
・
環
境
省
が
一
体
と
な
っ
て
、

「
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
の
実
現
」
と
し
て
、
年
度

ご
と
に
ま
と
め
た
計
画
書
を
上
げ

て
い
る
。

ま
た
、
太
陽
光
発
電
の
導
入
拡

大
に
つ
い
て
も
、
政
府
の
目
標
と

し
て
、
２
０
３
０
年
に
は
新
築
戸

建
住
宅
の
６
割
に
設
置
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
政
策
に
対
す
る
適
合

施
工
の
た
め
に
は
、
工
務
店
や
個

人
の
大
工
な
ど
に
技
術
的
な
支
援

な
ど
を
求
め
、
省
エ
ネ
基
準
適
合

義
務
化
に
お
い
て
も
、
地
域
の
伝

統
工
法
と
そ
の
担
い
手
を
守
る
た

め
の
保
護
策
を
国
交
省
等
に
求
め

て
行
き
ま
す
。
と
、
本
部
住
対
部
、

高
橋
部
長
は
述
べ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
政
策
は
、
こ
れ
か
ら

の
住
宅
建
築
に
お
い
て
、
さ
ら
に

コ
ス
ト
高
に
つ
な
が
る
事
に
な
っ

て
行
き
ま
す
が
、
す
で
に
今
、
材

料
費
も
高
騰
し
て
お
り
、
施
工
賃

金
へ
の
圧
迫
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

こ
の
要
因
を
補
う
に
は
、
庶
民

全
体
の
賃
金
が
上
が
り
、
生
活
全

体
が
底
上
げ
さ
れ
な
け
れ
ば
、
し

わ
寄
せ
が
片
寄
る
ば
か
り
で
す
。

働
き
方
改
革
は
、
２
０
１
９
年

４
月
１
日
か
ら
、
す
で
に
開
始
さ

れ
て
お
り
、
建
設
業
に
お
い
て
は
、

時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
で
の
適

用
が
、
２
０
２
４
年
開
始
と
猶
予

政
府
の
新
た
な
住
宅
政

策
と
し
て
、
住
生
活
基
本

計
画
を
立
上
げ
、
省
エ
ネ

対
策
を
さ
ら
に
強
化
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
と
広
く
進
め
る

政
策
で
、
脱
炭
素
に
向
け

た
、
「
住
宅
・
建
築
物
に

お
け
る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
の
実
現
」
を
重
点

に
し
て
取
り
組
む
、
と
上

げ
て
き
て
い
ま
す
。

国
土
交
通
省
の
住
宅
局

関
連
で
、
２
０
２
２
年
度

の
概
算
要
求
額
は
、
２
１

５
６
・
９
億
円
（
昨
年
度

の
１
・
２
倍
）
を
出
し
て

お
り
、
そ
の
中
で
、
住
宅
・

建
築
物
の
総
合
的
な
省
エ

ネ
対
策
の
強
化
と
し
て
、

「
住
宅
・
建
築
物
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
総
合
推

進
事
業
」
に
、
３
５
０
億

円
を
新
規
に
要
求
し
て
い

ま
す
。

LCCM

（
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
カ
ー
ボ

ン
マ
イ
ナ
ス
）
住
宅
の
整
備
、
中

小
工
務
店
な
ど
に
よ
る

ZEH
(

ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ハ
ウ

ス)

の
整
備
、
優
良
な
都
市
木
造
建

築
物
の
整
備
、
長
期
優
良
住
宅
な

ど
優
良
な
住
宅
ス
ト
ッ
ク
の
整
備
、

既
存
住
宅
の
断
熱
化
等
の
省
エ
ネ

改
修
を
支
援
し
ま
す
。

既
存
の
地
域
型
住
宅
グ
リ
ー
ン

化
事
業
や
、
長
期
優
良
住
宅
化
リ

フ
ォ
ー
ム
推
進
事
業
は
同
事
業
に

組
み
込
ま
れ
ま
す
。
両
事
業
と
も

今
年
度
額
と
同
額
程
度
（
グ
リ
ー

ン
化
事
業
に
１
４
０
億
円
、
長
期

優
良
化
リ
フ
ォ
ー
ム
推
進
事
業
に

45
億
円
）
を
盛
り
込
み
、
「
住
宅
・

建
築
物
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

総
合
推
進
事
業
」
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ

で
概
算
要
求
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
で
の

木
材
価
格
の
高
騰
や
需
給
逼
迫
を

踏
ま
え
た
安
定
的
な
木
材
確
保
等

に
向
け
た
取
り
組
み
の
支
援
と
し

て
、
グ
リ
ー
ン
化
事
業
の
仕
組
み

に
需
要
側
と
供
給
側
の
連
携
の
た

め
の
「
情
報
共
有
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
」
が
位
置
付
け
ら
れ
、
在
庫
・

供
給
見
込
み
を
関
係
者
が
共
有
し
、

安
定
的
な
木
材
確
保
の
取
り
組
み

を
支
援
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

住
宅
・
建
築
物
に
お
け
る
炭
素

貯
蔵
効
果
の
高
い
木
材
利
用
の
促

進
策
で
は
、
大
工
技
能
者
の
確
保
・

育
成
の
取
り
組
み
や
都
市
木
造
建

築
物
を
担
う
設
計
者
の
育
成
・
サ

ポ
ー
ト
の
取
り
組
み
支
援
と
し
て
、

「
木
造
住
宅
・
都
市
木
造
建
築
物

に
お
け
る
生
産
体
制
整
備
事
業
」

に
５
億
円
（
今
年
度
同
額
）
を
要

求
。全

建
総
連
が
活
用
す
る
大
工
技

能
者
育
成
講
習
は
同
事
業
に
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事

業
者
団
体
登
録
制
度
の
普
及
の
予

算
を
含
む
「
住
宅
ス
ト
ッ
ク
維
持
・

向
上
促
進
事
業
」
に
は
、

７
・
１
３
億
円
（
今

年
度
同
額
）
を
要
求

し
ま
し
た
。

ま
た
同
時
に
、

「
税
政
改
正
要
望
」

も
公
表
。

住
宅
関
係
で
は
、

住
宅
ロ
ー
ン
減
税

等
の
住
宅
取
得
促
進

策
に
係
る
所
要
の
措

置
（
所
得
税
・
贈
与

税
等
）

新
築
住
宅
に
係
る

税
額
の
減
額
措
置
の

延
長
（
固
定
資
産
税
）

既
存
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー

ム
に
係
る
特
例
措
置

の
拡
充
・
延
長
（
所

得
税
・
固
定
資
産
税
）

等
が
盛
り
込
ま
れ

て
お
り
、
住
宅
ロ
ー

ン
減
税
は
全
建
総
連

の
要
望
が
反
映
さ
れ

て
い
ま
す
。

期
間
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
外

の
各
種
労
働
法
制
に
つ
い
て
は
す

で
に
対
応
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま

す
。こ

の
改
革
は
、
こ
れ
か
ら
の
建

設
産
業
の
将
来
に
も
関
わ
る
事
で
、

今
後
の
担
い
手
を
確
保
・
継
続
・

育
成
し
て
い
く
た
め
に
も
、
そ
れ

に
合
わ
す
の
で
は
な
く
、
変
え
て

行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に

な
っ
て
い
ま
す
。

政
府
と
し
て
も
改
革
を
進
め
る

た
め
に
、
国
土
交
通
省
の
概
算
要

求
の
中
で
建
設
産
業
に
対
す
る
関

連
予
算
を
増
額
し
、
実
情
調
査
を

し
な
が
ら
進
め
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。予

算
要
求
の
な
か
で
は
、
「
建

設
産
業
の
働
き
方
改
革
の
実
現
」

に
１
憶
６
７
０
０
万
円
（
１
・
32

倍
）
、
「
建
設
産
業
の
担
い
手
確

保
・
育
成
」
に
３
憶
４
０
０
万
円

（
１
・
06
倍
）
等
を
要
求
し
て
い

ま
す
。

「
建
設
産
業
の

働
き
方
改
革
の
実
現
」

建
設
業
へ
の
時
間
外
労
働
の
上

限
規
制
適
用
に
向
け
た
、
長
時
間

労
働
是
正
の
た
め
の
実
効
性
の
あ

る
制
度
運
用
、
新
・
担
い
手
３
法

の
趣
旨
を
踏
ま
え
た
担
い
手
の
確

保
・
育
成
な
ど
を
図
る
た
め
に
、

週
休
２
日
の
確
保
状
況
等
の
実
態

調
査
、
全
地
方
公
共
団
体
の
入
札

契
約
適
正
化
の
状
況
調
査
・
公
表
、

等
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
担
い
手
確
保
・
育
成
」

建
設
技
能
者
の
処
遇
改
善
と
し

て
、
技
能
と
経
験
に
応
じ
た
評
価
・

処
遇
改
善
を
図
る
た
め
に
、
法
定

福
利
費
を
適
正
に
行
き
渡
ら
せ
る

た
め
の
施
策
と
労
働
者
単
位
で
の

社
会
保
険
加
入
の
徹
底
・
確
認
強

化
、
一
人
親
方
化
の
実
態
把
握
、

偽
装
請
負
防
止
に
必
要
な
取
り
組

み
の
実
施
、C

C
US

を
活
用
し
た
女

性
の
入
職
及
び
定
着
を
促
進
す
る

取
り
組
み
、
等
が
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
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全
建
総
連

第
62
回

定
期
大
会

本
年
度
も

Ｗ
e
b

会
議
で

住
宅
政
策
も

脱
炭
素
に
向
け
た
強
化
策

住宅 省エネ政策 さらに性能強化

働
き
方
改
革
は

将
来
の
担
い
手
確
保
の
た
め
に



先
日
、
全
建
総
連
本
部
で
は
、

日
本
建
設
業
連
合
会
（
日
建
連
）

と
、
全
国
建
設
業
協
会
（
全
建
）

と
、
住
宅
生
産
団
体
連
合
会
（
住

団
連
）
と
の
懇
談
会
が
、
９
月
１

日
・
２
日
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

本
部
賃
対
部
か
ら
の
報
告
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
よ
り
、
現
在
の

景
況
感
と
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に

つ
い
て
状
況
説
明
が
あ
り
、
日
建

連
は
「
首
都
圏
と
そ
れ
以
外
の
差

が
あ
り
、
首
都
圏
で
も
下
向
き
面

は
出
て
い
る
状
態
だ
」
、
全
建
は

「
民
間
投
資
が
減
少
し
、
主
要
ゼ
ネ

コ
ン
27
社
中
、
24
社
が
減
収
で
今

後
厳
し
く
な
っ
て
く
る
」
な
ど
と

言
わ
れ
て
い
る
。

２
０
２
１
年
の
公
共
工
事
設
計

労
務
単
価
は
、
９
年
連
続
の
上
昇

と
な
り
、
全
職
種
の
平
均
金
額

（
加
重
平
均
値
）
は
２
０
，
４
０
９

円
と
過
去
最
高
に
な
り
ま
し
た
が
、

ま
だ
低
く
、
前
大
臣
、
赤
羽
国
土

交
通
大
臣
と
建
設
４
団
体
と
の
懇

談
で
は
、
「
賃
金
を
２
％
以
上
の
上

昇
を
目
指
す
よ
う
取
り
組
む
」
と

方
針
を
出
し
ま
し
た
。

各
団
体
も
そ
れ
ぞ
れ
、

日
建
連
は
、
「
２
％
以
上
を
目
指

し
取
り
組
み
つ
つ
、
ダ
ン
ピ
ン
グ

を
避
け
る
方
向
、
発
注
者
の
理
解

を
得
る
パ
ン
フ
を
つ
く
り
活
用
し

て
い
る
」

全
建
は
、
「
公
共
工
事
設
計
労
務

単
価
引
き
上
げ
分
１
・
２
％
の
反

映
だ
け
で
は
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
て

し
ま
う
地
域
も
あ
る
、
概
ね
２
％

引
き
上
げ
で
事
業
計
画
を
変
更
し
、

会
員
企
業
に
理
解
を
得
る
よ
う
周

知
を
進
め
て
い
る
」

全
建
総
連
か
ら
は
、
「
互
い
の
認

識
が
一
致
し
て
い
る
こ
と
、
２
％

引
き
上
げ
実
現
に
向
け
、
共
に
取

り
組
み
た
い
」
と
呼
び
か
け
ま
し

た
。住

宅
業
界
の
景
況
感
は
、

住
団
連
は
、
「
コ
ロ
ナ
禍
の
新
生

活
様
式
に
対
応
で
は
受
注
増
の
一

方
、
リ
フ
ォ
ー
ム
主
体
は
厳
し
く

中
小
が
影
響
を
受
け
て
い
る
、
会

員
の
状
況
を
ま
と
め
国
交
省
へ
対

策
を
求
め
て
い
る
」

ま
た
、
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
に
つ

い
て
は
見
解
と
報
告
で
、
「
ウ
ッ
ド

シ
ョ
ッ
ク
は
ま
だ
ピ
ー
ク
ア
ウ
ト

し
て
い
な
い
、
契
約
済
み
の
物
件

は
価
格
引
き
上
げ
が
難
し
く
、
吸

収
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

大
手
は
長
期
契
約
を
し
て
い
る

一
方
、
中
小
は
数
か
月
先
ま
で
の

確
保
と
な
っ
て
い
る
事
。

山
林
所
有
者
に
よ
る
と
外
材
が

う
ま
く
流
通
す
れ
ば
、
需
要
が
そ

ち
ら
へ
戻
る
と
懸
念
し
て
い
る
」

と
の
報
告
。

ま
た
、
住
団
連
は
、
「
問
題
意
識

を
共
有
し
、
長
期
的
に
は
国
産
材

の
供
給
体
制
の
構
築
、
一
方
で
短

期
的
に
は
、
こ
の
嵐
が
過
ぎ
去
る

の
を
待
つ
し
か
な
い
」
、
と
も
述
べ

ま
し
た
。

全
建
総
連
へ
の
要
望
と
し
て
住

団
連
か
ら
は
、
省
エ
ネ
対
応
やZ

E
H

な
ど
の
現
状
把
握
に
つ
い
て
、
デ
ー

タ
収
集
な
ど
を
共
に
取
り
組
み
た

い
と
の
表
明
が
あ
り
、
両
団
体
と

し
て
協
力
で
き
る
面
で
協
力
と
認

識
を
共
有
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
ど
、
中
建
国
保
（
中
央

建
設
国
民
健
康
保
険
）
の
役
員
改

選
に
お
き
ま
し
て
、
７
月
15
日
に

開
催
さ
れ
た
、
第
３
１
８
回
理
事

会
に
お
い
て
、
理
事
会
の
三
役
、

理
事
長
・
副
理
事
長
・
常
務
理
事

の
互
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

令
和
3
年
度
の
新
役
員
と
し
て
、

理
事
長
に
、
三
浦

武
徳

氏
（
青

森
県
支
部
）
が
選
任
さ
れ
、
副
理

事
長
に
、
当
組
合

書
記
長
の

髙

村

勝
裕

氏
が
再
任
さ
れ
、
新
た

に

森
田

良
雄

氏
（
群
馬
県
支
部
）

が
選
任
さ
れ
、
常
務
理
事
に
は
、

岩
舘

高
志

氏
（
全
建
総
連
）
が

再
任
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
新
三
役
の
任
期
は
、
令
和

３
年
８
月
11
日
か
ら
３
年
間
と
な

り
ま
す
。

◆
就
任
の
あ
い
さ
つ
は
、
中
建
国

保
だ
よ
り

９
月
号
に
て
掲
載

今
の
日
本
は
、
先
進
国

の
中
で
も
物
価
・
賃
金
は

低
く
、
そ
の
中
で
、
最
低

賃
金
で
く
ら
べ
て
見
て
も
、

今
の
世
界
の
ラ
ン
ク
で
は
、

14
番
目
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
経
済
の
デ
フ
レ
ス

パ
イ
ラ
ル
を
改
善
す
べ
く
、

金
融
緩
和
を
継
続
し
、
物

価
上
昇
を
２
％
と
の
目
標

で
、
低
金
利
で
資
金
を
出

し
て
経
済
を
活
性
化
し
よ

う
と
、
こ
れ
ま
で
長
く
続

け
て
ら
れ
て
き
た
が
上
昇

に
は
繋
が
ら
な
い
。

ま
た
、
政
策
案
の
な
か

で
も
再
度
、
各
世
帯
に
支

給
金
を
出
そ
う
と
い
う
案

が
あ
る
が
、
以
前
出
さ
れ

た
支
給
金
も
消
費
に
ま
わ
っ

た
の
は
少
な
く
、
こ
れ
ま
で
の
調

査
で
も
大
半
は
貯
蓄
や
投
資
に
行
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。

そ
れ
よ
り
も
賃
金
を
上
げ
若
者

や
低
所
得
者
の
生
活
レ
ベ
ル
の
底

上
げ
を
し
、
余
裕
を
も
た
せ
て
購

買
力
を
引
き
出
す
ほ
う
が
お
金
が

廻
り
、
デ
フ
レ
か
ら
も
抜
け
ら
れ

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

大
企
業
は
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で

も
史
上
最
大
の
利
益
を
出
し
て
い

る
が
、
賃
金
で
の
還
元
を
し
よ
う

と
し
な
い
し
、
設
備
投
資
に
も
な

か
な
か
ま
わ
さ
な
い
。

下
請
け
事
業
者
は
コ
ス
ト
ダ
ウ

ン
ば
か
り
を
要
求
さ
れ
締
め
付
け

ら
れ
、
実
績
を
あ
げ
て
も
当
た
り

前
の
よ
う
に
な
り
、
も
っ
と
還
元

し
て
や
れ
よ
と
言
い
た
く
な
る
。

情
報
で
は
一
昨
年
度
の
企
業
留

保
は
４
６
０
兆
円
以
上
、
昨
年
度

は
更
に
増
え
て
、
４
８
４
兆
円
と

出
て
い
る
、
建
設
に
関
わ
る
ゼ
ネ

コ
ン
大
手
も
今
ま
で
に
な
い
利
益

を
上
げ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
は
、
人
へ
の
投
資
を

行
わ
な
け
れ
ば
、
日
本
の
未
来
は

な
い
、
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

今
後
、
高
齢
化
社
会
に
入
り
、

少
子
化
で
少
な
い
生
産
世
代
一
人

が
高
齢
者
5
人
か
ら
10
人
に
至
る

ま
で
も
の
、
社
会
的
費
用
を
支
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
と
、

試
算
さ
れ
て
い
る
。

若
者
の
生
活
に
余
裕
が
な
け
れ

ば
、
結
婚
も
出
来
な
い
、
子
供
も

も
て
な
い
、
子
供
が
居
て
も
学
費

に
多
額
の
費
用
が
か
か
る
な
ど
、

こ
の
ま
ま
で
は
、
さ
ら
に
少
子
化

が
進
ん
で
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

新
し
い
政
権
で
は
、
賃
金
上
昇

の
た
め
の
政
策
を
考
え
て
い
る
よ

う
だ
が
、
早
く
実
現
に
向
け
て
も

ら
い
た
い
も
の
だ
。
そ
の
ほ
う
が
、

お
金
の
循
環
も
生
ま
れ
、
税
収
も

上
が
り
、
デ
フ
レ
も
脱
却
出
来
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

簡
単
で
は
な
い
が
、
次
の
世
代

へ
の
生
活
が
安
定
し
て
、
お
ち
つ

き
、
引
き
継
げ
る
希
望
を
持
ち
た

い
も
の
だ
。

教
宣
部

宮
田

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
の
影
響
を
受
け
る
県
内

中
小
企
業
等
・
個
人
事
業
主
の

皆
さ
ん
の
う
ち
、

国
の
「
月
次
支
援
金
」
を
受
給

し
た
方
で
、
該
当
す
る
月
に
な

る
方２

０
２
１
年
、
該
当
す
る
単

月
の
売
上
が
、
２
０
１
９
年
ま

た
は
２
０
２
０
年
の
同
月
に
比

べ
て
50
％
以
上
減
少
し
た
方

２
０
２
１
年
、
該
当
す
る
２
ヶ

月
分
合
計
の
売
上
が
、
２
０
１

９
年
ま
た
は
２
０
２
０
年
の
同

月
２
ヶ
月
分
合
計
に
比
べ
て
30

％
以
上
減
少
し
た
方
、
そ
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
条
件
が
当

て
は
ま
れ
ば
受
け
ら
れ
ま
す
。

別
表

及
び

滋
賀
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
参
照

今
年
度
も
昨
年
に
続
き
、
新
型

コ
ロ
ナ
の
渦
中
に
あ
り
、
滋
賀
建

築
で
の
活
動
行
事
も
出
来
な
く
、

今
回
は
、
本
部
報
告
、
関
連
政
策

を
取
り
上
げ
投
稿
し
ま
し
た
。

建
設
業
界
も
こ
れ
か
ら
の
生
活

様
式
に
対
応
し
て
行
か
ね
ば
な
ら

な
く
、
ま
た
、
経
済
・
産
業
・
環

境
の
さ
ま
ざ
ま
な
改
革
政
策
が
出

さ
れ
、
政
策
名
称
も
ヨ
コ
文
字
、

カ
タ
カ
ナ
文
字
が
並
び
、
内
容
を

理
解
す
る
に
は
た
い
へ
ん
で
す
。

省
エ
ネ
・
脱
炭
素
（
カ
ー
ボ
ン
・

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
）
・D

X

・S
D
G
s

（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
・
デ
ジ

タ
ル
化
・
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活

用
と
循
環
、・
・
・
・
・

、
社
会
変
化
は
大
き
く
、
さ
ら
に
、

環
境
変
化
が
加
わ
っ
て
、
変
化
の

流
れ
に
押
さ
れ
る
ば
か
り
で
す
。

今
後
も
関
連
政
策
な
ど
に
も
触
れ

取
り
上
げ
て
行
き
ま
す
。
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編
集
後
記

教
宣
部

宮
田

賃
金
２
％
以
上
の
上
昇
を
目
指
す

国
土
交
通
省
と
建
設
４
団
体
が
懇
談

賃金上昇で経済の循環を生む政策を

滋
賀
県
事
業
継
続
支
援
金

第
３
期
受
付
中

住
宅
業
界
の
景
況
感
は

中
建
国
保
組
合

副
理
事
長
に

当
組
合

髙
村
書
記
長

髙村勝裕 書記長


